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印西市議会/平成 16年第 1回定例会報告（３） 
いつもお世話になっております。印西市議会第１回定例会（3 月議会）は、議案審議が多岐にわたり
一日延会して、3月25日（木）までの会期となり終了しました。今回は、平成16年度予算について
ご報告して参りたいと思います。 
 

 平成 16年度当初予算を可決しました。   

一般会計 ２１３億６０００万円 
特別会計  ９７億５６１０万円（国民健康保健、老人保健、下水道事業、介護保健） 
企業会計   ５億９４９２万円（水道事業） 
 
私は一般会計の予算に反対しました。以下に反対討論を抜粋して、記載します。 
 
（反対討論の内容について） 
合併協議が前提に予算を考えた場合、土木費／民生費で「白井市」と大幅に考え方が違い、市長の 
市政方針演説にあった「毎日を笑顔でおくれることはとても大切だ。そのためには健康であることが 
欠かせません。」という言葉に矛盾を感じています。 
 
印西市の土木費 30億1480万1千円 一般会計予算に占める割合 14.1％ 
白井市の土木費 14億1503万1千円 一般会計予算に占める割合  8.3％ 
 
印西市の民生費 29億9289万6千円 一般会計予算に占める割合 14％ 
白井市の民生費 23億6982万    一般会計予算に占める割合 13.9％ 
 
インフラの整備は必要です。しかし、不要不急の事業はないでしょうか？２市２村の合併を考えた 
場合、来たるべき少子高齢化社会を見据えて、５年後、10年後 団塊の世代が地域に戻って生活を 
するために、ハードの整備も必要ですが、ソフトの面でも市民の声を充分に反映できるような 
システムづくりをすべきだと思います。 
民生費については個々については評価したいと思いますが、もっと予算をつけるべきではないでしょ

うか。反面、土木費においてはブラックボックスのような委託料の精査をし、市民に説明できるよう

にすべきだと思います。私はもっとしぼりこみができると思います。 
 
また市民への予算の説明はどのようにされるのでしょうか？ 
主要事業をどのように説明するのか？図書館やホームページで公開しているというかもしれない。 
しかし、これは「見せてやる」という姿勢ではありませんか？ 
 
市役所とは名前の通り、市民の役に立つところであるべきです。市長の市政方針演説の中にも 
ありましたが、市役所の職員が「全体の奉仕者」という基本を考えると、情報の共有は21世紀の 
自治体には必要なものであり、行政と市民が協働するためには不可欠です。 
 
私は市民の視線で、全体の行政運営を捉えなおし、市民の要求がどこにあるのかを常に把握しながら 
市民要求の実現と財政健全化へ力をつくし、市政の不透明性の解消と信頼向上に期待をしたいと 
思います。 
（ 参考までに裏面に平成16年度主要事業一覧を転載します。一部割愛します。） 

みどりみらい 2nd SEASON ぐんじとしのりの議会報告  
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＊ 地域の情報／ 
  １．印西郵便局東側で掘削していた温泉は目処がつき、4月末に「スーパー銭湯」の工事が 
  はじまり、年内オープンの予定です。 
  ２．ＮＴ中央駅前「和ぐるめ」南側駐車場にコンビニエンスストアが夏頃、開店予定です。 
 
いつもご声援、ご支援ありがとうございます。この紙面へのご意見に限らず、市政全般へのご提言、 
ご批判、皆様からのご相談はいつでも承ります。あるべき市政の姿を求めて皆様と手を携えていきた

いと思います。よろしくお願い致します。                   ぐんじとしのり 


